地域密着型サービス運営推進会議記録（第2回）


	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和５年6月13日

	会場
	新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、文書で報告

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性１名、女性1７名　計１8名、平均介護度2.4
　コロナ禍で認定調査ができず、介護度が変わらないまま更新していたが、
　コロナ禍で認知症状の進行がみられる入居者様もおられ、認定調査を受け
　ると介護度が上がり、平均介護度も上がっている。　　
２、入所者状況について
新型コロナウイルス感染症が５類に移行され、世の中の情勢をみながら
少しずつ、いろんなことを緩和している。感染者は減ってはいるが、ゼロ
ではないため、基本的な感染対策を実施し、エレベーターホール前での
面会を継続している。
日中、気温の上昇があったり、梅雨でジメジメした日があったりと、体調
を崩しやすい時期であり、水分補給や空調の調整、適宜な休息など十分な
配慮をさせていただいている。
３、行事報告について
ボランティアさんの慰問については、世の中の情勢をみながら始めていこ
うと思っており、現在のところ、自粛している。
4月25日　　お誕生会
5月14日　　カラオケ大会
　　1Ｆのデイサービスのホールにカラオケの装置があり、それを利用。
5月27日　　お誕生会

４、職員研修報告　
　４月の勉強会　　※身体拘束委員会　　
　５月の勉強会　　※感染対策委員会　　※　　事故対策委員会
５、感染対策について
・～５月１９日まで県指示の抗原検査実施。
・５類感染症になったが、勤務中はマスク着用。
・医療機関受診時はマスク着用。
・定期的に換気を行う。
・まめに手洗い、手指消毒。
・自分自身や同居家族で体調不良があれば職場に連絡。自宅で抗原検査を
実施してもらう。
[bookmark: _GoBack]・基本的な感染対策の継続。
　　昨年の夏、年末と２回クラスターが発生してしまった。高齢者施設で
　勤務する私達が注意するべきことが何なのか再確認し、自分自身の行動
　を振り返る機会をつくり、持ち込まない、うつさないが徹底できるよう
　心掛ける。


　　　　　
　　
　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	
	

	
	



